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村
山
槐
多
の
関
連
写
真
二
枚
（
「
本
社
主
催
壮
快
旅
行
」
） 

註 

  

〔
註
〕 

 

一
、 

山
崎
省
三
編
纂
『
槐
多
の
歌
へ
る
』
（
ア
ル
ス
、
一
九
二
〇
年
六
月
一
五
日
）
所
載
の
「
書
簡 

集
」
（
五
七
四
頁

）。

た
だ
し
、
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
本
の
奥
附
で
は
、
書
名
の
「
槐
」
は

「
塊
」
に
見
え
、
発
行
年
は
「
大
正
九
月マ

マ

」
と
あ
り
、
発
行
日
は
「
十
五
」
が
手
書
き
で
消
さ
れ

て
「
貮
拾
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
引
用
文
に
お
い
て
、
原
文
の
改
行
は
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
。

各
行
の
冒
頭
に
一
字
分
の
空
白
が
な
い
の
も
原
文
の
通
り
で
あ
る
。
書
簡
の
時
期
は
末
尾
に
「
三
、

八
、
一
九
」
（
五
七
七
頁
）
と
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
が
、
こ
れ
が
消
印
と
書
簡
の
日
付
の
ど
ち
ら

な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
書
簡
は
、
村
山
槐
多
『
村
山
槐
多
全
集 

増
補
版
』
（
彌

生
書
房
、
一
九
九
三
年
三
月
一
〇
日
、
四
一
五
頁
、
書
簡
の
時
期
は
四
一
七
頁
）
で
も
読
む
こ
と

が
で
き
る
。
引
用
文
の
テ
ク
ス
ト
は
、
末
尾
の
「
ひ
」
が
同
書
で
は
「
へ
」
と
さ
れ
て
い
る
点
が

異
な
る
（
改
行
、
各
行
の
冒
頭
の
一
字
分
の
空
白
、
漢
字
の
字
体
の
違
い
に
つ
い
て
は
比
較
し
て

い
な
い

）。 

 

二
、 

無
署
名
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
九
号
、 

一
九
一
四
年
八
月
一
日
、
七
二
頁
、
本
稿
四
頁
参
照
、
表
題
は
目
次
で
は
「
暑
中
壮
快
旅
行
」
に

な
っ
て
い
る

）、

針
重
生
「
編
輯
室
よ
り
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
九
号
、
一
三
二
頁
、
本

稿
五
頁
参
照
、
目
次
で
は
無
署
名

）。 
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三
、 

無
署
名
「
奇
峰
庚
申
山
と
天
地
人
の
怪
窟
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
九
号
［
註
二
の
文
献
］、 

七
一
頁
、
本
稿
三
頁
参
照

）。

な
お
、
目
次
で
は
執
筆
者
名
と
表
題
は
、
現
八
生
「
庚
申
山
と
天

地
人
の
怪
窟
」
に
な
っ
て
い
る
。 

 

四
、 

無
署
名
「
奇
峰
庚
申
山
と
天
地
人
の
怪
窟
」
（
註
三
の
文
献
、
七
六
頁
、
本
稿
三
頁
参
照

）。 

 

五
、 

無
署
名
「
本
社
主
催
壮
快
旅
行
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
、
一
九
一
四
年
九
月
一
日
、 

口
絵
［
頁
数
無
表
記

］、

表
題
は
目
次
で
は
「
本
社
主
催
夏
期マ

マ

壮
快
旅
行
」
に
な
っ
て
い
る
、
以

上
は
今
回
の
資
料
の
書
誌
情
報
で
あ
る

）、

押
川
春
浪
・
弓
館
小
鰐
・
針
重
敬
喜
・
水
谷
竹
紫

「
テ
ン
グ
非
天
狗
壮
快
旅
行
記
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
、
二
〇
～
二
七
頁
、
執
筆

者
名
と
表
題
は
目
次
で
も
同
じ
表
記
に
な
っ
て
い
る
、
左
記
の
第
一
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）、

無
署
名
「
本
社
主
催
壮
快
旅
行
感
想
記
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
、
三
三
～
四
三
頁
、

目
次
で
は
執
筆
者
名
が
「
隊
員
一
同
」
に
な
っ
て
い
る
、
左
記
の
第
二
の
リ
ン
ク
参
照

）。

な
お
、

右
に
挙
げ
た
二
件
目
の
記
事
の
「
テ
ン
グ
非
天
狗
壮
快
旅
行
記
」
と
い
う
表
題
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
今
回
の
旅
行
に
関
す
る
一
連
の
記
事
に
は
「
天
狗
倶
楽
部
」
や
「
天
狗
」
と
い
う
言
葉
が

頻
出
す
る
が
（
こ
こ
で
は
逐
一
出
典
を
示
す
こ
と
は
し
な
い

）
、

こ
れ
は
押
川
春
浪
が
そ
の
中
心

人
物
で
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
社
交
団
体
「
天
狗
倶
楽
部
」
及
び
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
こ
と
か
と
思
わ
れ

る
（
左
記
の
第
三
の
リ
ン
ク
参
照

）。 
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http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
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「
天
狗
倶
楽
部
」

（
『

フ
リ
ー
百
科
事
典 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
日
本
語
版

』、

二
〇
一
三
年
六
月

一
二
日
午
前
七
時
五
九
分
［

U
T

C

］
最
終
更
新
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
五
日
閲
覧
） 
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六
、 

森
岡
一
成
「
此
意
気
を
見
よ
！
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
［
註
五
の
文
献

］、

三
五 

頁
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。

な
お
、
表
題
の
「
！
」
は
、
原
文
で
は
同
じ
記
号
が
横

に
二
つ
並
ん
で
い
る
が
、
再
現
で
き
な
か
っ
た
の
で
一
つ
だ
け
に
し
た
。 
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七
、 

『
村
山
槐
多
全
集 

増
補
版
』
（
註
一
の
文
献
、
四
〇
八
頁

）。

書
簡
の
時
期
は
末
尾
に
「
三
、 

八
、
六
」
（
同
頁
）
と
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
が
、
こ
れ
が
消
印
と
書
簡
の
日
付
の
ど
ち
ら
な
の
か

は
不
明
で
あ
る
。 

 

八
、 

『
槐
多
の
歌
へ
る
』
所
載
の
「
書
簡
集
」
（
註
一
の
文
献
、
五
五
六
頁

）。

書
簡
の
時
期
は
末
尾 

に
「
三
、
六
、
六
」
（
五
五
七
頁
）
と
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
が
、
こ
れ
が
消
印
と
書
簡
の
日
付
の

ど
ち
ら
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
『
村
山
槐
多
全
集 

増
補
版
』
（
註
一
の
文
献
）
か
ら
の
引
用

文
と
テ
ク
ス
ト
は
一
致
す
る
（
冒
頭
の
一
字
分
の
空
白
、
漢
字
の
字
体
の
違
い
に
つ
い
て
は
比
較

し
て
い
な
い

）。 

 

九
、 

無
署
名
「
奇
峰
庚
申
山
と
天
地
人
の
怪
窟
」
（
註
三
の
文
献
、
七
一
～
七
六
頁

）。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
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一
〇
、
無
署
名
「
奇
峰
庚
申
山
と
天
地
人
の
怪
窟
」
（
註
三
の
文
献
、
七
一
頁

）。

テ
ク
ス
ト
の
冒
頭
に 

一
字
分
の
空
白
が
な
い
の
は
原
文
の
通
り
で
あ
る
が
、
改
行
は
再
現
し
て
い
な
い
。 

 

一
一
、
「
！
」
は
、
原
文
で
は
同
じ
記
号
が
横
に
二
つ
並
ん
で
い
る
が
、
再
現
で
き
な
か
っ
た
の
で
一
つ 

だ
け
に
し
た
。 

 

一
二
、
無
署
名
「
奇
峰
庚
申
山
と
天
地
人
の
怪
窟
」
（
註
三
の
文
献
、
七
一
～
七
六
頁
）
。 

 

一
三
、
無
署
名
「
奇
峰
庚
申
山
と
天
地
人
の
怪
窟
」
（
註
三
の
文
献
、
七
六
頁

）。

引
用
文
に
お
い
て
、 

段
落
冒
頭
の
一
字
分
の
空
白
は
原
文
の
通
り
で
あ
る
が
、
改
行
は
再
現
し
て
い
な
い
。 

 

一
四
、
「
上
京
て
」
は
原
文
の
通
り
で
あ
り
、
「
上
京
」
に
「
や
つ
」
と
い
う
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
五
、
無
署
名
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」
（
註
二
の
文
献
、
七
二
～
七
三
頁
）。 

 

一
六
、
無
署
名
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」
（
註
二
の
文
献
、
七
二
～
七
三
頁
）。 

テ
ク
ス
ト
の
冒
頭
に
一
字
分
の
空
白
が
な
い
の
は
原
文
の
通
り
で
あ
る
が
、
改
行
は
再
現
し
て
い

な
い
。 

 

一
七
、

「（

同
地
よ
り
直
ち
に
帰
京
す
る
も
可
也
。
他
方
面
に
随
意
旅
行
を
為
す
も
可
也
。）」
と
い
う
部 

分
は
、
原
文
で
は
、
括
弧
の
中
で
「
同
地
よ
り
直
ち
に
帰
京
す
る
も
可
也

。」

と
「
他
方
面
に
随

意
旅
行
を
為
す
も
可
也

。」

の
二
行
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
再
現
で
き
な
か
っ
た
。 
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一
八
、

「（

但
し
日
光
解
散
後
帰
京
の
汽
車
賃
を
含
ま
ず
。
会
費
に
剰
余
を
生
ぜ
し
時
は
会
計
報
告
と
共 

に
割
戻
す
。）」
と
い
う
部
分
は
、
原
文
で
は
、
括
弧
の
中
で
、
「
但
し
日
光
解
散
後
帰
京
の
汽
車

賃
を
含
ま
ず

。」

が
「
但
し
日
光
解
散
後
帰
京
」
と
「
の
汽
車
賃
を
含
ま
ず

。」

の
二
行
に
分
か

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
改
行
が
あ
り
、
「
会
費
に
剰
余
を
生
ぜ
し
時
は
会
計
報
告
と
共
に
割
戻

す

。」

が
「
会
費
に
剰
余
を
生
ぜ
し
時
は
」
と
「
会
計
報
告
と
共
に
割
戻
す

。」

の
二
行
に
分
け

て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
い
ず
れ
も
再
現
で
き
な
か
っ
た
。 

 

一
九
、
「
り
」
の
後
に
句
読
点
が
な
い
の
は
原
文
の
通
り
で
あ
る
。 

 

二
〇
、
『
武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
九
号
（
註
二
の
文
献
）
の
奥
附
（
一
三
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
武
侠
世
界 

社
の
当
時
の
住
所
は
「
東
京
小
石
川
区
三
軒
町
」
で
あ
る
。 

 

二
一
、
無
署
名
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」
（
註
二
の
文
献
、
七
三
頁

）。 

 

二
二
、
「
！
」
は
、
原
文
で
は
同
じ
記
号
が
横
に
三
つ
並
ん
で
い
る
が
、
再
現
で
き
な
か
っ
た
の
で
一
つ 

だ
け
に
し
た
。 

 

二
三
、
無
署
名
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」
（
註
二
の
文
献
、
七
三
頁

）。 

 

二
四
、
針
重
生
「
編
輯
室
よ
り
」
（
註
二
の
文
献

）。

引
用
文
に
お
い
て
、
段
落
の
冒
頭
に
一
字
分
の
空 

白
が
な
い
の
は
原
文
の
通
り
で
あ
る
が
、
改
行
は
再
現
し
て
い
な
い
。 
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二
五
、
こ
の
文
の
末
尾
に
句
点
が
な
い
の
は
原
文
の
通
り
で
あ
る
。 

 

二
六
、
針
重
生
「
編
輯
室
よ
り
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
八
号
、
一
九
一
四
年
七
月
一
日
、
一
三
二 

頁

）。

こ
の
引
用
文
は
、
文
末
な
ど
に
句
読
点
が
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
が
、
全
て
原
文
の
通

り
に
再
現
し
た
。 

 

二
七
、
「
椽
」
は
、
筆
者
が
参
照
し
た
日
本
近
代
文
学
館
の
蔵
本
か
ら
の
複
写
で
は
不
鮮
明
な
の
で
、
別 

の
字
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。 

 

二
八
、
こ
の
文
の
末
尾
に
句
点
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
が
参
照
し
た
日
本
近
代
文
学
館
の
蔵
本
か 

ら
の
複
写
で
は
不
鮮
明
な
の
で
、
断
言
は
で
き
な
い
。 

 

二
九
、
水
谷
竹
紫
「（（
四

））

春
浪
将
軍
の
奇
蹟
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
［
註
五
の
文 

献

］、

二
七
頁
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 
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三
〇
、
「
押
川
春
浪
」
か
ら
「
水
谷
竹
紫
」
ま
で
の
文
章
は
、
押
川
春
浪
・
弓
館
小
鰐
・
針
重
敬
喜
・
水 

谷
竹
紫
「
テ
ン
グ
非
天
狗
壮
快
旅
行
記
」
（
註
五
の
文
献
、
左
記
の
第
一
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参

照
）
に
、
「
遠
藤
盛
弥
」
か
ら
「
松
本
芳
山
」
ま
で
の
文
章
は
、
無
署
名
「
本
社
主
催
壮
快
旅
行

感
想
記
」
（
註
五
の
文
献
、
左
記
の
第
二
の
リ
ン
ク
参
照
）
に
載
っ
て
い
る
。 

 

http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
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三
一
、
「
太
田
重
雄
」
と
「
し
げ
を
」
が
同
一
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
註
三
七
も
参
照 

 
 

 

さ
れ
た
い
。 

 

三
二
、
冷
灰
「
旅
中
偶
成
」

（
『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
［
註
五
の
文
献

］、

三
四
頁
、
左
記
の 

ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 
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三
三
、
「
冷
灰
」
が
誰
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
註
三
七
と
一
〇
～
一
一
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

三
四
、
小
島
靖
弘
「
遺
憾
千
万
な
り
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
［
註
五
の
文
献

］、

三
六
頁
、 

左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 

 

h
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w

w
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/m

e
ik

a
/sa

k
k

a
/k

a
ita

/h
o
n

sh
a
/h

o
n

sh
a
.h

tm
 

 

三
五
、
押
川
春
浪
「（（
一

））

耳
の
側
で
法
螺
貝
ブ
ー
ブ
ー
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
［
註 

五
の
文
献

］、

二
一
頁
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 

 

http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
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三
六
、
弓
館
小
鰐
「（（
二

））

気
味
の
悪
い
こ
と
夥
し
い
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
［
註
五 

の
文
献

］、

二
二
頁
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 

 

h
ttp

://w
w

w
.se

k
in

e
sh

o
ji.n

e
t/sh
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o
/m

e
ik
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/sa

k
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a
/k

a
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/te
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g
u

/te
n

g
u

.h
tm

 

 

三
七
、
弓
館
小
鰐
「（（
二

））

気
味
の
悪
い
こ
と
夥
し
い
」
（
註
三
六
の
文
献
、
二
三
頁
、
左
記
の
第
一 

の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）、

青
戸
如
風
「
三
国
同
盟
の
成
立
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一

〇
号
［
註
五
の
文
献

］、

四
二
頁
［
二
箇
所

］、

左
記
の
第
二
の
リ
ン
ク
参
照

）、

松
本
芳
山

「
乗
り
お
く
れ
の
記
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
、
四
三
頁
［
三
箇
所

］、

左
記
の
第

二
の
リ
ン
ク
参
照

）。

ま
た
、
針
重
敬
喜
「（（
三

））

脚
が
地
を
離
れ
ぬ
」

（『

武
侠
世
界
』
第

三
巻
第
一
〇
号
、
二
四
頁
、
左
記
の
第
一
の
リ
ン
ク
参
照
）
で
は
「
小
川
重
ち
や
ん

」、

水
谷
竹

紫
「（（
四

））

春
浪
将
軍
の
奇
蹟
」
（
註
二
九
の
文
献
、
二
五
頁
、
左
記
の
第
一
の
リ
ン
ク
参

照
）
で
は
「
小
川
の
重
ち
や
ん
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
も
し
「
小
川
」
の
名
前
の
「
重
」
を
「
し

げ
」
と
読
む
の
な
ら
、
し
げ
を
「
狂
句
と
り
〴
〵
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
、
三
九

～
四
〇
頁
、
左
記
の
第
二
の
リ
ン
ク
参
照
）
の
執
筆
者
は
こ
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

「
重
」
の
ル
ビ
は
い
ず
れ
も
「
ぢ
ゆ
う
」
で
あ
り
、
し
か
も
感
想
文
中
に
は
「
初
日
」
（
三
九

頁
）
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
し
げ
を
」
は
二
日
目
か
ら
合
流
し
た
「
小
川
」
で

は
な
く
「
太
田
重
雄
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
文
章
の
執
筆
者
の
中
で
誰
で
あ
る
の
か
が

分
か
ら
な
い
「
冷
灰
」
の
感
想
文
に
は
「
庚
申
山
」
の
「
夕
だ
ち
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
の

で
、
「
冷
灰
」
も
初
日
か
ら
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
冷
灰
「
旅
中
偶
成
」
（
註
三
二
の

http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
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文
献
、
左
記
の
第
二
の
リ
ン
ク
参
照
）
参
照
。
し
た
が
っ
て
、
「
小
川
」
が
「
冷
灰
」
で
あ
る
可

能
性
も
否
定
さ
れ
る
。
な
お
、
「
小
川
」
は
天
狗
倶
楽
部
の
一
員
で
あ
っ
た
「
小
川
重
吉
」
（
読

み
は
不
明
）
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
天
狗
倶
楽
部
」
（
註
五
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
左
記
の
第

三
の
リ
ン
ク
参
照
）
参
照
。 
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三
八
、
弓
館
小
鰐
「（（
二

））

気
味
の
悪
い
こ
と
夥
し
い
」
（
註
三
六
の
文
献
、
二
三
頁
、
左
記
の
第
一 

の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）、

青
戸
如
風
「
三
国
同
盟
の
成
立
」
（
註
三
七
の
文
献
、
左
記
の
第

二
の
リ
ン
ク
参
照

）、

松
本
芳
山
「
乗
り
お
く
れ
の
記
」
（
註
三
七
の
文
献
、
左
記
の
第
二
の
リ

ン
ク
参
照

）。 
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三
九
、
弓
館
小
鰐
「（（
二

））

気
味
の
悪
い
こ
と
夥
し
い
」
（
註
三
六
の
文
献
、
二
三
頁
、
左
記
の
ハ
イ 

パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 

http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
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四
〇
、
針
重
敬
喜
「（（
三

））

脚
が
地
を
離
れ
ぬ
」
（
註
三
七
の
文
献
、
二
四
頁
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ 

ン
ク
参
照

）。 
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n
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/te
n
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四
一
、
水
谷
竹
紫
「（（
四

））

春
浪
将
軍
の
奇
蹟
」
（
註
二
九
の
文
献
、
二
六
頁
［
二
箇
所

］、

左
記
の 

ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 
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/m
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/sa
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/k

a
ita

/te
n
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/te
n
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四
二
、
奥
村
二
秋
「
作
戦
計
画
滅
茶
滅
茶
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
［
註
五
の
文
献

］、

四 

二
頁
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 

 

h
ttp

://w
w

w
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k
in
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四
三
、
無
署
名
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」
（
註
二
の
文
献
、
七
三
頁
、
本
稿
五 

頁
参
照

）。

ま
た
、
旅
行
の
参
加
者
だ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
押
川
春
浪
「（（
一
）
）

耳
の

側
で
法
螺
貝
ブ
ー
ブ
ー
」
（
註
三
五
の
文
献
、
二
〇
～
二
一
頁
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参

照
）
に
お
い
て
、
こ
の
旅
行
が
企
画
さ
れ
た
経
緯
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
も
小
杉
未
醒
は
登

場
す
る
。 

http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
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四
四
、
無
署
名
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」
（
註
二
の
文
献
、
七
三
頁
、
本
稿
五 

頁
参
照

）。 

 

四
五
、
「
天
狗
倶
楽
部
」
（
註
五
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 
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四
六
、
天
狗
倶
楽
部
に
は
、
「
入
退
会
に
特
に
手
続
き
は
な
く
、
ま
た
会
員
名
簿
も
な
か
っ
た
た
め
、
メ 

ン
バ
ー
と
非
メ
ン
バ
ー
に
明
確
な
境
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
。
「
天
狗
倶
楽
部
」

（
註
五
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
）
参
照
。 
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四
七
、
無
署
名
「
武
侠
世
界
社
天
狗
倶
楽
部
発
起
暑
中
壮
快
旅
行
」
（
註
二
の
文
献
、
七
二
頁
、
本
稿
五 

頁
参
照

）。 

 

四
八
、
「
天
狗
倶
楽
部
」
（
註
五
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 

 

h
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http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%8B%97%E5%80%B6%E6%A5%BD%E9%83%A8
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四
九
、
註
四
三
参
照
。 

 

五
〇
、
押
川
春
浪
「（（
一

））

耳
の
側
で
法
螺
貝
ブ
ー
ブ
ー
」
（
註
三
五
の
文
献
、
二
一
頁
、
左
記
の
ハ 

イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照
）
に
、
旅
行
の
初
日
に
庚
申
山
の
山
頂
の
社
務
所
に
達
し
て
夕
食
を
取
っ
た

と
あ
る
が
、
既
に
暗
く
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
撮
影
し
た
の
は
翌
日
で
あ
る
可
能
性

も
あ
る
だ
ろ
う
。 
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五
一
、
一
行
が
華
厳
の
滝
を
見
た
の
は
三
日
目
で
あ
る
。
水
谷
竹
紫
「（（
四

））

春
浪
将
軍
の
奇
蹟
」 

（
註
二
九
の
文
献
、
二
六
～
二
七
頁
、
左
記
の
第
一
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）、

遠
藤
盛
弥

「
人
間
は
倫
理
的
動
物
で
あ
る
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
［
註
五
の
文
献
］
、

三
四

頁
、
左
記
の
第
二
の
リ
ン
ク
参
照
）
参
照
。 
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五
二
、
写
真
を
見
る
と
、
湖
で
泳
い
で
い
る
人
が
複
数
い
る
が
、
彼
ら
は
お
そ
ら
く
旅
行
の
参
加
者
で
あ 

ろ
う
。
水
谷
竹
紫
「（（
四

））

春
浪
将
軍
の
奇
蹟
」
（
註
二
九
の
文
献
、
二
六
頁
、
左
記
の
ハ
イ

パ
ー
リ
ン
ク
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
一
行
が
中
禅
寺
湖
で
泳
い
だ
の
は
三
日
目
で
あ
る
。 

 

http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/tengu/tengu.htm
http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
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五
三
、
太
田
孝
「
印
象
の
か
ず
〳
〵

マ

マ

」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
［
註
五
の
文
献
］
、

三
八
頁
、 

左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 
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五
四
、
水
谷
竹
紫
「（（
四

））

春
浪
将
軍
の
奇
蹟
」
（
註
二
九
の
文
献
、
二
六
頁
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ 

ン
ク
参
照

）。 
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執
筆
者
・
発
行
者 

植
田
智
晴 

二
〇
一
三
年
二
月
二
〇
日 

初
稿
発
行 

二
〇
一
三
年
六
月
二
二
日 

第
二
稿
発
行 

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
六
日 

第
三
稿
発
行 
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こ
の

P
D

F

の
無
断
で
の
転
載
、
複
製
な
ど
は
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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